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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 形 態 と 、 人 形 型 の 第 ２ 形 態 と 、 に 変 形 可 能 な 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 上 肢 又 は 下 肢 を 構 成 す る 第 １ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 胴 体 を 構 成 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ パ ー ツ は 、 前 記 第 ２ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 １ サ ブ パ ー ツ と 、 前 記 第  
１ サ ブ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 ２ サ ブ パ ー ツ と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お け る 前 記 玩  
具 の 外 殻 の 一 部 を 構 成 し 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ が 構 成 す る 前 記 外 殻 の 一 部 は 、 前 記 第 １ 形 態  
に お け る 前 記 第 ２ パ ー ツ の 外 面 と 連 続 す る 面 を 構 成 し て い る 、
玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 形 態 は 、 卵 型 で あ る 、
玩 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 卵 型 の 長 軸 方 向  
の 両 端 の 外 殻 を 構 成 し て い る 、

請求項の数　10　（全17頁）
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玩 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ パ ー ツ 側 の 端 部 と 、 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 １ サ ブ  
パ ー ツ 側 と 反 対 側 の 端 部 と を 接 近 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー  
ツ と が 連 続 し た 面 を 形 成 す る 、
玩 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 連 続 し た 面 は 、 平 坦 面 を 含 む 、
玩 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ 形 態 と 、 人 形 型 の 第 ２ 形 態 と 、 に 変 形 可 能 な 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 上 肢 又 は 下 肢 を 構 成 す る 第 １ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 胴 体 を 構 成 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ パ ー ツ は 、 前 記 第 ２ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 １ サ ブ パ ー ツ と 、 前 記 第  
１ サ ブ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 ２ サ ブ パ ー ツ と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お け る 前 記 玩  
具 の 外 殻 の 一 部 を 構 成 し 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 外 殻 を  
構 成 す る 第 １ 部 分 と 、 前 記 第 １ 部 分 の 内 側 に 設 け ら れ た 第 ２ 部 分 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 第 ２ 部 分 と の 接 続 部 は 、 前 記 第 ２ 部 分 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 領 域 に 設  
け ら れ て い る 、
玩 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 人 形 型 の 玩 具 の 盾 部 材 を 構 成 し て い る 、
玩 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ パ ー ツ 側 の 端 部 と 、 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 １ サ ブ  
パ ー ツ 側 と 反 対 側 の 端 部 と を 接 近 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー  
ツ と が 連 続 し た 面 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ 、 及 び 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ 部 分 は 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ  
と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ と が 前 記 連 続 し た 面 を 形 成 し た 状 態 に お い て 、 前 記 第 １ 部 分 の 内 側  
の 空 間 内 に 収 ま る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
玩 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 第 ２ 部 分 の 少 な く と も 一 部 よ り も 硬 度 の 低 い 部 材 に て 構 成 さ れ て  
い る 、
玩 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ま た は ６ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ パ ー ツ と 前 記 第 ２ パ ー ツ 、 及 び 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ 、 に  
お け る 連 結 部 は 、 硬 度 の 異 な る 樹 脂 部 材 を 含 む 、
玩 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 玩 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 玩 具 に お い て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に お い て 、 動 物 の 親 形 状 の 玩 具 本 体 内 に 、 底  
面 に 開 口 部 を 有 す る 袋 部 を 設 け 、 該 袋 部 内 に 、 裏 返 す と 動 物 の 子 供 に 変 形 す る 卵 体 を 装 填  
し た こ と を 特 徴 と す る ぬ い ぐ る み 玩 具 、 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 平 ０ ３ － ６ ８ ３ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に お い て は 、 鳥 類 を 始 め と す る 各 種 動 物 を 模 し て 縫 製 し た ぬ い ぐ る み 玩 具 に  
関 す る も の で 、 卵 の 形 態 か ら 鳥 に 変 化 す る 玩 具 で あ る 。 こ の 玩 具 に お い て は 、 単 に 裏 返 す  
こ と で 、 卵 か ら 鳥 の 形 態 に な る も の で そ の 構 成 に 関 し て は 、 単 純 で あ っ て 楽 し み 方 の 少 な  
い 興 趣 性 に 乏 し い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 興 趣 性 の 高 い 玩 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 は 、 第 １ 形 態 と 、 人 形 型 の 第 ２ 形 態 と 、 に 変 形 可 能 な 玩 具 で あ っ  
て 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 上 肢 又 は 下 肢 を 構 成 す る 第 １ パ ー ツ と 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て  
胴 体 を 構 成 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ パ ー ツ は 、 前 記 第 ２ パ ー ツ に 回 動 可 能 に  
支 持 さ れ た 第 １ サ ブ パ ー ツ と 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 ２ サ ブ パ ー  
ツ と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に  
お け る 前 記 玩 具 の 外 殻 の 一 部 を 構 成 し て い る 、 も の で あ る 。 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 は 、 第  
１ 形 態 と 、 人 形 型 の 第 ２ 形 態 と 、 に 変 形 可 能 な 玩 具 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 上 肢  
又 は 下 肢 を 構 成 す る 第 １ パ ー ツ と 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 胴 体 を 構 成 す る 第 ２ パ ー ツ と 、  
を 備 え 、 前 記 第 １ パ ー ツ は 、 前 記 第 ２ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 １ サ ブ パ ー ツ と 、  
前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 ２ サ ブ パ ー ツ と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ サ ブ パ  
ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お け る 前 記 玩 具 の 外 殻 の 一 部 を  
構 成 し 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ が 構 成 す る 前 記 外 殻 の 一 部 は 、 前 記 第  
１ 形 態 に お け る 前 記 第 ２ パ ー ツ の 外 面 と 連 続 す る 面 を 構 成 し て い る 。 本 発 明 の 一 態 様 の 玩  
具 は 、 第 １ 形 態 と 、 人 形 型 の 第 ２ 形 態 と 、 に 変 形 可 能 な 玩 具 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 形 態 に お  
い て 上 肢 又 は 下 肢 を 構 成 す る 第 １ パ ー ツ と 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 胴 体 を 構 成 す る 第 ２ パ  
ー ツ と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ パ ー ツ は 、 前 記 第 ２ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 １ サ ブ パ  
ー ツ と 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 ２ サ ブ パ ー ツ と 、 を 含 み 、 前 記 第  
１ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お け る 前 記 玩 具 の 外 殻  
の 一 部 を 構 成 し 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態  
に お い て 外 殻 を 構 成 す る 第 １ 部 分 と 、 前 記 第 １ 部 分 の 内 側 に 設 け ら れ た 第 ２ 部 分 と 、 を 有  
し 、 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 第 ２ 部 分 と の 接 続 部 は 、 前 記 第 ２ 部 分 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 領 域 に  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ が 構 成 す る 前 記 外 殻 の 一 部 は 、 前 記 第 １ 形 態  
に お け る 前 記 第 ２ パ ー ツ の 外 面 と 連 続 す る 面 を 構 成 し て い る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
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　 前 記 第 １ 形 態 は 、 卵 型 で あ る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 卵 型 の 長 軸 方 向  
の 両 端 の 外 殻 を 構 成 し て い る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ パ ー ツ 側 の 端 部 と 、 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 １ サ ブ  
パ ー ツ 側 と 反 対 側 の 端 部 と を 接 近 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー  
ツ と が 連 続 し た 面 を 形 成 す る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 連 続 し た 面 は 、 平 坦 面 を 含 む 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 外 殻 を  
構 成 す る 第 １ 部 分 と 、 前 記 第 １ 部 分 の 内 側 に 設 け ら れ た 第 ２ 部 分 と 、 を 有 す る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 第 ２ 部 分 と の 接 続 部 は 、 前 記 第 ２ 部 分 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 領 域 に 設  
け ら れ て い る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 人 形 型 の 玩 具 の 盾 部 材 を 構 成 し て い る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ パ ー ツ 側 の 端 部 と 、 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 １ サ ブ  
パ ー ツ 側 と 反 対 側 の 端 部 と を 接 近 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー  
ツ と が 連 続 し た 面 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ 、 及 び 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ 部 分 は 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ  
と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ と が 前 記 連 続 し た 面 を 形 成 し た 状 態 に お い て 、 前 記 第 １ 部 分 の 内 側  
の 空 間 内 に 収 ま る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 第 ２ 部 分 の 少 な く と も 一 部 よ り も 硬 度 の 低 い 部 材 に て 構 成 さ れ て  
い る 、
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ パ ー ツ と 前 記 第 ２ パ ー ツ 、 及 び 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ 、 に  
お け る 連 結 部 は 、 硬 度 の 異 な る 樹 脂 部 材 を 含 む 、
も の で あ る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 興 趣 性 の 高 い 玩 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 の 第 １ 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 玩 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 玩 具 を 底 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 玩 具 の 第 ２ 形 態 に お け る 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 玩 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 第 １ パ ー ツ の 拡 大 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ パ ー ツ が 閉 じ た 状 態 の 内 側 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 玩 具 の 脚 部 の 構 造 を 示 す た め に 一 部 を 分 解 し た 拡 大 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ に 示 す 第 １ 形 態 か ら 第 ２ 形 態 に す る と き の 第 一 段 階 の 操 作 の 一 例 を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ に 示 す 第 １ 形 態 か ら 第 ２ 形 態 に す る と き の 第 二 段 階 の 操 作 の 一 例 を 示 す 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ に 示 す 第 １ 形 態 か ら 第 ２ 形 態 に す る と き の 第 三 段 階 の 操 作 の 一 例 を 示 す 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ に 示 す 第 １ 形 態 か ら 第 ２ 形 態 に す る と き の 最 終 段 階 の 操 作 の 一 例 を 示 す 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 玩 具 の 第 ２ 形 態 に お け る ポ ー ジ ン グ の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 玩 具 の 第 １ 形 態 に お け る 係 止 構 造 を 示 す た め に 一 部 を 分 解 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 玩 具 の 第 １ 形 態 に お け る 係 止 構 造 を 示 す た め に 一 部 を 動 か し た 状 態 の 斜 視 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 態 様 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て  
、 上 下 、 前 後 、 左 右 の 記 載 に つ い て は 、 図 ４ に 示 す 人 形 型 の 玩 具 の 向 き を 基 準 に し て 記 載  
す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 態 様 の 玩 具 の 第 １ 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 玩 具 １  
の 平 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 玩 具 １ を 底 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４  
は 、 図 １ に 示 す 玩 具 １ の 第 ２ 形 態 に お け る 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 玩 具 １ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 外 観 が 卵 型 の 第 １ 形 態 １ Ｆ と 、 図 ４ に 示 す よ う な  
人 形 型 の 第 ２ 形 態 ２ Ｆ と 、 に 変 形 可 能 な も の で あ る 。
　 先 ず 、 卵 型 の 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て は 、 前 面 側 の 略 中 央 部 分 に お い て 内 部 構 造 が 外 か ら  
見 え る よ う な 構 成 で あ る が 、 左 右 側 面 側 、 背 面 側 、 及 び 底 面 側 の 部 分 に つ い て は 卵 形 状 の  
外 殻 に よ っ て 覆 う 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 玩 具 １ は 、 第 ２ 形 態 ２ Ｆ  
の 人 形 体 と し て 構 成 さ れ 、 こ の 人 形 体 は 、 特 定 の 戦 う ヒ ー ロ ー の キ ャ ラ ク タ を 模 し た も の  
で あ り 、 後 述 す る よ う に 、 上 肢 及 び 下 肢 を 大 き く 動 く こ と が で き る 構 成 と な っ て い る 。 な  
お 、 人 形 体 の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 人 、 動 物 、 ロ ボ ッ ト 、 昆 虫 、 恐 竜 等  
、 様 々 な 形 状 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 玩 具 １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ の 構 成 を 大 別 す る と 、 例 え ば 、 上 肢 を 構 成 す る 第 １ パ  
ー ツ １ ０ と 、 下 肢 を 構 成 す る 脚 部 ３ ０ と 、 胴 体 を 構 成 す る 第 ２ パ ー ツ ２ ０ と 、 頭 部 ４ ０ と  
、 を 備 え た 構 成 で あ る 。
　 第 １ パ ー ツ １ ０ は 、 上 述 の 如 く 上 肢 を 構 成 し て お り 、 肩 連 結 部 １ ８ を 介 し て 第 ２ パ ー ツ  
２ ０ の 左 右 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ パ ー ツ １ ０ は 、 例 え ば 、 上 腕 を 模 し  
た 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ と 、 こ の 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ に 肘 連 結 部 １ ３ を 介 し て 回 動 可 能 に 支  
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持 さ れ た 前 腕 を 模 し た 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 腕 の 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ は 、 上 腕 の 形 状 を 模 し た 上 腕 部 １ １ ｂ と 、 当 該 上 腕 部 １ １ ｂ  
の 外 側 及 び 後 方 側 を 覆 う 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ と 、 を 備 え て る 。 ま た 、 前 腕 の 第 ２ サ ブ パ ー ツ  
１ ２ は 、 前 腕 の 形 状 を 模 し た 前 腕 部 １ ２ ｂ と 、 当 該 前 腕 部 １ ２ ｂ の 外 側 及 び 後 方 側 を 覆 う  
第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ と 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２  
は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 形 態 １ Ｆ に お け る 玩 具 １ の 卵 型 の 長 軸 方 向 の 両 端 （  
図 中 の 左 右 両 端 側 ） の 外 殻 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ の 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ  
と 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２ の 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ と が 、 前 後 方 向 に お い て 分 割 さ れ た 形 状 で 卵 型  
の 長 軸 方 向 の 左 右 両 端 部 分 の 外 殻 を 構 成 し て い る 。 ま た 、 そ の 外 殻 の 外 表 面 に つ い て は 、  
第 １ 、 第 ２ 外 殻 部 １ １ ａ ， １ ２ ａ に て 形 成 さ れ た 左 右 の 面 １ ０ ｓ は 、 第 ２ パ ー ツ ２ ０ の 外  
面 ２ ０ ｓ と 連 続 す る 湾 曲 面 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 玩 具 １ は 、 載 置 部 ８ ０ の 上 に 置 く こ と が  
で き る 。 こ の 第 １ 形 態 １ Ｆ に お け る 底 面 部 分 （ 図 １ に お け る 載 置 部 ８ ０ に 接 す る 部 分 ） は  
、 図 ３ に 示 す よ う に 、 若 干 の 凹 凸 が あ る も の の 概 ね 平 坦 な 構 造 を 有 し て い る 。 第 １ 形 態 １  
Ｆ に お け る 底 面 部 分 を 構 成 し て い る 、 胴 部 底 面 ２ １ ｓ 及 び 腰 部 上 面 ２ ８ ｓ は 、 第 ２ 形 態 ２  
Ｆ に お い て は 、 胴 部 本 体 ２ １ と 腰 部 ２ ８ と の 連 結 部 分 を 構 成 し て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ の  
底 面 部 分 の 構 成 に よ り 、 玩 具 １ は 、 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て 転 が る こ と な く 載 置 部 ８ ０ に 置  
く こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て は 、 図 １ に お い て 右 側 の 曲 面 の 一 部 （ 卵 型  
の 長 軸 方 向 の 一 端 面 ） に 平 坦 面 １ ０ ｆ ｓ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 平 坦 面 １ ０ ｆ ｓ は 、 例 え  
ば 、 第 １ 、 第 ２ 両 外 殻 部 １ １ ａ ， １ ２ ａ の 曲 面 に 設 け ら れ た 平 坦 面 に よ っ て 形 成 さ れ た 構  
成 と な っ て い る 。 こ の 平 坦 面 １ ０ ｆ ｓ を 有 す る こ と で 、 当 該 平 坦 面 １ ０ ｆ ｓ を 下 面 と し て  
載 置 部 ８ ０ に 置 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 、 玩 具 １ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 玩 具 １ の 全 体 的 な 概 略 構 成 に つ い て 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 玩 具 １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 胴 体 の 第 ２ パ ー ツ ２ ０ を 中 心 と し て 各 部 材 が 連 結 さ れ る  
構 成 と な っ て い る 。 例 え ば 、 第 ２ パ ー ツ ２ ０ の 左 右 両 側 に 第 １ パ ー ツ １ ０ が 連 結 さ れ 、 第  
２ パ ー ツ ２ ０ の 下 端 側 に 腰 部 ２ ８ を 介 し て 脚 部 ３ ０ が 連 結 さ れ 、 更 に 、 第 ２ パ ー ツ ２ ０ の  
上 端 側 に 首 部 ２ ３ を 介 し て 頭 部 ４ ０ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ パ ー ツ ２ ０ は 、 例 え ば 、 前 後 に 分 割 さ れ た 中 空 構 造 の 胴 部 本 体 ２ １ を 有 し 、 こ の 第  
２ パ ー ツ ２ ０ に 対 し て 、 肩 部 分 の 左 右 両 端 に 肩 連 結 部 １ ８ が 設 け ら れ る 。 肩 連 結 部 １ ８ は  
、 玩 具 １ の 左 右 方 向 の 軸 線 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 フ ラ ン ジ 部 １ ８ ａ が 胴 部 本  
体 ２ １ の 内 部 側 に 配 置 さ れ る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、 肩 連 結 部 １ ８ に は 、 フ ラ ン ジ  
部 １ ８ ａ と は 反 対 側 に お い て 前 記 軸 線 に 対 し て 直 交 方 向 に 突 出 す る 肩 連 結 突 起 １ ８ ｂ が 設  
け ら れ て い る 。 こ の 肩 連 結 突 起 １ ８ ｂ が 第 １ パ ー ツ １ ０ 側 の 肩 連 結 孔 １ ８ ｊ に 連 結 さ れ る  
。 ま た 、 こ の 肩 連 結 突 起 １ ８ ｂ を 中 心 に し て 、 第 １ パ ー ツ １ ０ は 、 回 動 （ 上 肢 と 胴 部 本 体  
２ １ と が 開 く 方 向 の 回 動 ） が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 頭 部 ４ ０ は 、 首 部 ２ ３ を 介 し て 胴 部 本 体 ２ １ に 取 り 付 け ら れ る 。 例 え ば 、 胴 部 本 体 ２ １  
の 上 端 に 設 け ら れ た 左 右 一 対 の 軸 受 部 ２ １ ａ に 首 部 ２ ３ の 左 右 一 対 の 首 軸 部 ２ ３ ａ が 支 持  
さ れ て 、 当 該 首 部 ２ ３ が 前 後 方 向 及 び 上 下 方 向 に 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る 。 ま た 、 胴 部 本  
体 ２ １ の 後 方 側 に は 、 背 中 側 を 開 閉 可 能 な 背 中 蓋 部 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 頭 部  
４ ０ は 、 そ の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る が 、 背 中 蓋 部 ２ ２ の 開 閉 に よ っ て 胴 部 本 体 ２ １ の 内  
部 に 収 容 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 胴 部 本 体 ２ １ の 下 端 に は 、 左 右 一 対 の ピ ン 状 の 支 軸 が 左 右 外 側 に 向 っ て 突 出 し た 腰 軸 部  
２ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 腰 軸 部 ２ １ ｂ に は 、 腰 部 ２ ８ の 左 右 一 対 の 回 転 ボ ス 部 ２ ８  
ａ が 嵌 着 さ れ て 、 胴 部 本 体 ２ １ に 対 し て 腰 部 ２ ８ が 回 転 可 能 な 構 成 と な っ て い る 。 こ の 腰  
部 ２ ８ に は 、 脚 部 ３ ０ の 股 関 節 に 相 当 す る 連 結 部 で あ る 連 結 棒 部 ２ ８ ｂ が 左 右 に 延 出 さ れ  
て お り 、 こ の 連 結 棒 部 ２ ８ ｂ の 先 端 の 球 状 部 分 に 脚 部 ３ ０ の 上 端 部 分 が 後 述 す る よ う に 連  
結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 第 １ パ ー ツ １ ０ の 拡 大 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 こ こ で 、 第 １ パ ー ツ １ ０ の 内 部 構 造 に つ い て 説 明 す る が 、 左 右 の 第 １ パ ー ツ １ ０ は 、 同  
じ 構 成 で あ る の で 、 図 ６ に 示 す 右 腕 側 の 第 １ パ ー ツ １ ０ に つ い て 説 明 す る 。
　 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ は 、 例 え ば 、 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ の 内 面 に 突 出 し た 接 続 突 起 １ １ ｄ と  
、 上 腕 部 １ １ ｂ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 接 続 凹 部 １ １ ｅ と 、 の 嵌 合 に よ り 接 続 さ れ  
る 。 ま た 、 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２ は 、 例 え ば 、 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ の 内 面 に 突 出 し た 接 続 突 起  
１ ２ ｄ に 形 成 さ れ た 接 続 凹 部 １ ２ ｆ と 、 前 腕 部 １ ２ ｂ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 接 続  
凸 部 １ ２ ｅ と 、 の 嵌 合 に よ り 接 続 さ れ る 。 こ の よ う に 接 続 凹 部 １ １ ｅ 及 び 接 続 突 起 １ １ ｄ  
並 び に 接 続 凸 部 １ ２ ｅ 及 び 接 続 突 起 １ ２ ｄ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る そ れ ぞ れ の 接 続 部 １ ０ ｃ  
は 、 上 肢 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 肘 連 結 部 １ ３ は 、 前 腕 部 １ ２ ｂ の  
肘 連 結 孔 部 １ ３ ｃ に 対 し て 、 上 腕 部 １ １ ｂ の 受 容 凹 部 １ ３ ａ 内 に 突 設 さ れ た 肘 連 結 凸 部 １  
３ ｂ が 嵌 合 し て 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ７ は 、 玩 具 １ の 第 １ パ ー ツ １ ０ が 閉 じ た 状 態 の 内 側 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ の 第 ２ パ ー ツ ２ ０ 側 の 端 部 （ 肩 連 結 部 １ ８ ） と  
、 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２ の 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ 側 と 反 対 側 の 端 部 で あ る 手 部 １ ２ ｈ と 、 を 接  
近 さ せ た 状 態 で 、 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ と 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２ と は 、 そ の 外 面 が 連 続 し た 外  
殻 の 面 １ ０ ｓ を 構 成 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ と 第 ２ サ ブ パ ー ツ  
１ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て 外 殻 を 構 成 す る 第 １ 部 分 （ 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ ，  
第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ ） の 内 側 に 、 第 ２ 部 分 で あ る 上 腕 部 １ １ ｂ 及 び 前 腕 部 １ ２ ｂ を 有 す る 構  
成 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ ， 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ 連 続 し た 面 １ ０ ｓ は 、  
第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て は 、 卵 型 の 外 殻 を 連 続 す る 湾 曲 面 を 演 出 し 、 第 ２ 形 態 ２ Ｆ （ 図 １ ３  
参 照 ） に お い て は 、 例 え ば 、 キ ャ ラ ク タ の 戦 闘 時 に お け る 円 形 の 盾 部 材 の 演 出 を 可 能 に す  
る 。
　 ま た 、 上 腕 部 １ １ ｂ 及 び 前 腕 部 １ ２ ｂ は 、 図 示 の 如 く 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ 及 び 第 ２ 外 殻 部  
１ ２ ａ に よ っ て 形 成 さ れ た 内 側 の 空 間 内 に 収 ま る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １  
外 殻 部 １ １ ａ 及 び 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ の 外 縁 部 １ ０ ｅ の 位 置 よ り も 内 側 に 位 置 す る よ う に 構  
成 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ 及 び 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ は 、 上 腕 部 １ １ ｂ 、 前 腕 部 １ ２ ｂ の 少 な  
く と も 一 部 よ り も 硬 度 の 低 い 部 材 に て 構 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 外 殻 部 分 が そ の 内  
側 の 構 成 部 材 よ り も 軟 質 部 材 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 本 態 様 に お い て は 、 上 腕 部  
１ １ ｂ が 例 え ば 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 に よ り 構 成 さ れ 、 他 の 部 分 の 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ 、 第 ２ 外 殻 部  
１ ２ ａ 、 及 び 前 腕 部 １ ２ ｂ が Ｐ Ｖ Ｃ 樹 脂 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 肩 連 結 部 １ ８ が Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 に て 構 成 さ れ て い る 一 方 、 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ の 肩 連 結  
孔 １ ８ ｊ が Ｐ Ｖ Ｃ 樹 脂 に て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 肩 連 結 突 起 １ ８ ｂ と 肩 連 結 孔 １ ８  
ｊ を 有 す る ボ ス 部 分 １ ８ ｊ ａ と に よ っ て 構 成 さ れ る 連 結 部 は 、 硬 度 の 異 な る 樹 脂 素 材 に て  
構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 樹 脂 に 比 べ て 硬 質 で あ る と 共 に 成 型 時 に  
お け る 寸 法 精 度 が 高 い 。 こ れ に 対 し て 、 Ｐ Ｖ Ｃ 樹 脂 は 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 に 比 べ て 軟 質 化 が 容 易  
で あ り 、 耐 摩 耗 性 等 が 優 れ て い る 構 成 に で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 肘 連 結 部 １ ３ に お い て は 、 上 腕 部 １ １ ｂ が Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 に て 構 成 さ れ て い る 一 方 、  
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前 腕 部 １ ２ ｂ が Ｐ Ｖ Ｃ 樹 脂 に て 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 肘 連 結 部 １ ３ の 連 結 構 造 に お  
い て も 、 硬 度 の 異 な る 樹 脂 素 材 に て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ は 、 脚 部 ３ ０ の 構 造 を 示 す た め に 一 部 を 分 解 し た 拡 大 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 脚 部 ３ ０ に お い て は 、 大 腿 部 ３ １ は 、 そ の 上 端 連 結 凹 部 ３ １ ａ に 連 結 棒 部 ２ ８ ｂ の 先 端  
部 （ ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 ） が 嵌 合 し て 腰 部 ２ ８ に 連 結 さ れ る 。 ま た 、 膝 部 ３ ４ は 、 下 腿 部  
３ ２ の 上 端 側 に 開 口 す る 膝 連 結 凹 部 ３ ２ ｂ に 対 し て 、 大 腿 部 ３ １ の 下 端 側 の 左 右 一 対 の 下  
端 連 結 凸 部 ３ １ ｂ （ 片 方 の み 図 示 ） が 嵌 合 し て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 な お 、 大 腿 部 ３ １  
は 、 前 方 壁 ３ １ ｆ 及 び 左 右 側 壁 ３ １ ｅ の ３ 面 の 壁 部 に て 構 成 さ れ た 大 腿 部 空 間 Ｓ Ｐ １ を 備  
え て い る 。 し た が っ て 、 こ の 大 腿 部 空 間 Ｓ Ｐ １ 内 に 、 下 腿 部 ３ ２ を 回 転 し て 収 容 す る こ と  
が で き る （ 図 １ 参 照 ） 。 ま た 、 大 腿 部 ３ １ の 下 端 側 に は 、 膝 部 の 前 方 側 の 一 部 を 覆 う よ う  
に 突 出 し た 突 起 部 ３ １ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 突 起 部 ３ １ ｄ は 、 下 腿 部 ３ ２ の 可 動 方 向  
を 制 限 （ 不 自 然 に 反 対 側 に 曲 が る の を 制 限 ） し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 足 部 ３ ３ は 、 そ の 足 首 部 分 に 足 首 凹 部 ３ ３ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 足 首 凹 部 ３  
３ ａ に 下 腿 部 ３ ２ の 下 端 に 設 け ら れ た ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 部 ３ ２ ａ が 嵌 合 し 連 結 さ れ る 。 こ  
の よ う に 連 結 さ れ た 脚 部 ３ ０ は 、 股 関 節 部 分 が 前 後 左 右 に 自 在 に 回 転 し 、 更 に 、 足 首 部 分  
が 自 在 に 前 後 左 右 に 回 転 す る こ と で 、 色 々 な ポ ー ズ を と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ は 、 玩 具 １ を 第 １ 形 態 １ Ｆ か ら 第 ２ 形 態 ２ Ｆ に す る と き （ 展 開 時 ） の 第 一 段 階 の 操  
作 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 第 １ 形 態 １ Ｆ の 玩 具 １ を 、 第 ２ 形 態 ２ Ｆ に 変 更 す る 場 合 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 例 え  
ば 、 脚 部 ３ ０ を 開 く 。 こ の と き 、 脚 部 ３ ０ は 、 そ の 大 腿 部 ３ １ の 突 起 部 ３ １ ｄ を 開 く よ う  
に す る 。 こ れ に よ り 、 脚 部 ３ ０ は 、 腰 部 ２ ８ の 回 転 ボ ス 部 ２ ８ ａ を 中 心 に し て 開 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 展 開 時 の 第 二 段 階 の 操 作 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ９ に 示 す よ う な 操 作 に よ っ て 、 腰 部 ２ ８ の 腰 部 上 面 ２ ８ ｓ を 胴 部 底 面 ２ １ ｓ に 接 触 す  
る よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 胴 部 底 面 ２ １ ｓ に 設 け ら れ た 連 結 孔 部 ３ （ 図 ９ 参 照 ） に 腰 部  
上 面 ２ ８ ｓ に 突 設 さ れ た 連 結 凸 ２ ８ ｄ を 嵌 め る よ う に し て 固 定 す る 。 こ の 操 作 と 前 後 し て  
、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 下 腿 部 ３ ２ を 大 腿 部 空 間 Ｓ Ｐ １ か ら 引 き 出 す よ う に 回 転 さ せ る 。  
ま た 、 足 部 ３ ３ を 下 腿 部 ３ ２ か ら 離 す よ う に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ １ は 、 展 開 時 の 第 三 段 階 の 操 作 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 脚 部 ３ ０ の 展 開 が 完 了 し た 後 に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 第 １ パ ー ツ １ ０ を 操 作  
す る 。 こ の 場 合 、 第 １ パ ー ツ １ ０ の 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ に 対 し て 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２ を 肘  
部 分 に て 回 転 し て 展 開 す る 操 作 、 或 い は 、 肩 部 分 に て 回 転 す る 等 の 操 作 を す る 。 第 １ サ ブ  
パ ー ツ １ １ の 肩 連 結 部 １ ８ に お い て は 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 （ 肩 を 上 げ る 方 向 ） 等 に 適  
宜 回 転 し て 、 第 １ パ ー ツ １ ０ を 所 望 の ポ ー ズ を 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ２ は 、 展 開 時 の 最 終 段 階 の 操 作 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 最 後 に 、 頭 部 ４ ０ を 胴 部 本 体 ２ １ 内 か ら 取 り 出 す 操 作 を 行 う 。 こ の 場 合 、 図 １ ２ に 示 す  
よ う に 、 背 中 蓋 部 ２ ２ を 開 く 。 こ の と き 、 背 中 蓋 部 ２ ２ は 、 左 右 突 起 部 ２ ２ ｂ が 胴 部 空 間  
Ｓ Ｐ ２ の 縁 部 に 引 っ 掛 か る よ う に し て 係 止 さ れ て い る の で 、 肩 部 分 か ら 上 方 に 突 出 し た 上  
端 突 出 部 ２ ２ ｃ に 指 を 引 っ 掛 け る よ う に し て 開 く 。 こ れ に よ り 、 背 中 蓋 部 ２ ２ は 、 下 端 側  
の ヒ ン ジ 部 ２ ２ ａ を 中 心 に し て 大 き く 開 動 す る 。 そ し て 、 胴 部 空 間 Ｓ Ｐ ２ 内 に 収 ま っ て い  
る 頭 部 ４ ０ を 、 首 部 ２ ３ の 首 軸 部 ２ ３ ａ を 支 点 し て 上 方 に 回 転 さ せ る 。 そ の 後 、 背 中 蓋 部  
２ ２ を 閉 じ る こ と で 、 首 部 ２ ３ は 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 の よ う に し て 玩 具 １ を 第 ２ 形 態 ２ Ｆ に 展 開 す る こ と が で き る が 、 こ の 展 開 の 仕 方 に  
つ い て は 前 掲 の 操 作 手 順 に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 第 １ パ ー ツ １ ０ を 最 初 に 展 開 す る  
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方 法 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 玩 具 １ の 第 ２ 形 態 ２ Ｆ に お け る ポ ー ジ ン グ の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 上 述 の よ う に 展 開 し た 玩 具 １ に お い て は 、 図 ４ に 示 す よ う な 略 直 立 し た 形 態 に 限 ら ず 色  
々 な ポ ー ズ を 取 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 右 前 腕 を 曲 げ 且 つ 上 腕 を  
少 し 前 に 出 す よ う に し た 状 態 と す る こ と で 、 右 側 前 方 に 円 形 の 盾 部 材 を 構 成 す る こ と が で  
き る 。 こ の 右 腕 の 状 態 と 合 わ せ て 、 右 側 の 大 腿 部 ３ １ を 上 げ る よ う す る と 、 キ ャ ラ ク タ の  
戦 闘 時 に お け る 防 御 姿 勢 を 演 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ４ は 、 玩 具 １ の 第 １ 形 態 １ Ｆ に お け る 係 止 構 造 を 示 す た め に 一 部 を 分 解 し た 側 面 図  
で あ る 。
　 第 １ 形 態 １ Ｆ に お け る 卵 型 を 維 持 す る 構 成 と し て 、 例 え ば 、 脚 部 ３ ０ が 簡 単 に 展 開 し な  
い よ う な 係 止 構 造 を 有 し て い る 。 こ の 構 成 は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 回 転 ボ ス 部 ２ ８ ａ が  
、 例 え ば 、 多 角 形 の 外 面 構 造 を 有 し て い る 。 そ し て 、 回 転 ボ ス 部 ２ ８ ａ の 外 面 の 一 部 に 設  
け ら れ た 係 止 外 面 ２ ８ ｆ と 、 胴 部 本 体 ２ １ 側 の 係 止 凸 部 ２ １ ｇ と 、 が 面 接 触 す る 構 造 で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 面 接 触 の 構 造 は 、 例 え ば 、 腰 軸 部 ２ １ ｂ （ 図 ５ 参 照 ） の 回 転 中 心 Ｃ に 対 し て 係 止 外  
面 ２ ８ ｆ の 距 離 Ｗ １ が 他 の 外 面 の 距 離 Ｗ ２ よ り も 大 き く 構 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、  
回 転 ボ ス 部 ２ ８ ａ は 、 そ の 回 転 中 心 が 偏 心 し た 構 成 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 図 １ ４ に  
示 す よ う な 係 止 状 態 に お い て は 、 係 止 外 面 ２ ８ ｆ は 、 係 止 凸 部 ２ １ ｇ の 図 中 の 下 端 側 の 面  
に 接 し た 状 態 で 係 止 さ れ て い る 。 脚 部 ３ ０ を 展 開 す る と き は 、 例 え ば 、 突 起 部 ３ １ ｄ を 手  
指 に て 開 く （ 図 中 に お い て 反 時 計 回 り の 方 向 に 開 く ） よ う に 操 作 す る こ と で 、 係 止 外 面 ２  
８ ｆ が 係 止 凸 部 ２ １ ｇ か ら 外 れ て 回 転 ・ 展 開 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て は 、 脚 部 ３ ０ は 、 そ の 左 右 の 大 腿 部 ３ １ が 一 体 化 す る よ う  
な 係 合 構 造 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 係 合 構 造 は 、 例 え ば 、 膝 部 ３ ４ の 内 側 の 脚 部 係 止 凸 ３  
８ （ 図 ２ 及 び 図 ４ 参 照 ） と 脚 部 係 止 凹 ３ ９ （ 図 ２ 及 び 図 ４ 参 照 ） と が 係 合 す る 構 成 で あ る  
。 こ の 脚 部 係 止 凸 ３ ８ と 脚 部 係 止 凹 ３ ９ の 係 合 状 態 は 、 左 右 の 脚 部 ３ ０ を 揃 え た 第 １ 形 態  
１ Ｆ の 時 に 係 合 し 、 左 右 の 脚 部 ３ ０ を 開 い た と き や 前 後 し た と き に は 係 合 し な い 構 成 と な  
っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ５ は 、 玩 具 １ の 第 １ 形 態 １ Ｆ に お け る 係 止 構 造 を 示 す た め に 一 部 を 動 か し た 状 態 の  
斜 視 図 で あ る 。
　 第 １ 形 態 １ Ｆ に お け る 第 １ パ ー ツ １ ０ は 、 卵 型 を 維 持 す る よ う な 係 止 構 造 を 備 え て い る  
。 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 胴 部 本 体 ２ １ の 左 右 両 側 面 ２ １ ｊ に は 係 止 凹 ２ １ ｈ が 設  
け ら れ て お り 、 第 １ パ ー ツ １ ０ の 内 側 に は 、 外 縁 部 １ ０ ｅ か ら 胴 部 本 体 ２ １ 側 に 突 出 し て  
係 止 凹 ２ １ ｈ に 嵌 り 込 む 係 止 凸 １ ０ ｆ （ 図 示 の 想 像 線 に て 示 す 状 態 で 嵌 合 ） が 設 け ら れ て  
い る 。
　 な お 、 係 止 凹 ２ １ ｈ は 、 左 右 両 側 面 ２ １ ｊ の へ こ み 段 部 ２ １ ｉ に 連 続 し た 溝 構 造 と な っ  
て い る 。 こ れ に よ り 、 係 止 凸 １ ０ ｆ を 係 止 凹 ２ １ ｈ か ら 外 す と き は 、 第 １ パ ー ツ １ ０ を 左  
右 方 向 に 開 く （ 肩 幅 方 向 に 開 く ） よ う に 回 転 す る だ け で な く 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 前 方  
上 方 （ 矢 印 方 向 ） に 回 転 す る こ と で 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 一 態 様 に お い て は 、 上 肢 を 構 成 す る 左 右 一 対 の 第 １ パ ー ツ  
１ ０ が 、 第 １ サ ブ パ ー ツ １ １ 、 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ ２ を 有 す る 複 数 構 成 で あ る の で 、 第 １ 形  
態 １ Ｆ に お け る 両 サ ブ パ ー ツ １ １ ， １ ２ に よ る 外 殻 の 形 状 と 、 第 ２ 形 態 ２ Ｆ に お け る 人 形  
型 の 形 状 と 間 の 形 状 変 化 を し 易 い 構 成 に で き 、 形 状 変 化 に お い て 違 和 感 の な い 玩 具 １ を 提  
供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 本 態 様 に お い て は 、 第 １ 、 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ １ ， １ ２ に よ り 構 成 さ れ る 外 殻 が 、 他 の 部  
材 （ 第 ２ パ ー ツ ２ ０ の 外 面 ２ ０ ｓ ） と の 間 で 連 続 す る 面 １ ０ ｓ を 構 成 し て い る の で 、 第 １  
形 態 １ Ｆ の 外 観 に お い て 、 外 殻 に 段 差 が な く 滑 ら か な 外 殻 と な り 外 観 を 良 く す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 態 様 に お い て は 、 玩 具 １ の 第 １ 形 態 １ Ｆ の 外 観 形 状 が 卵 型 で あ る の で 、 手 に 馴 染 み 持  
ち 易 い 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ サ ブ パ ー ツ １ １ ， １ ２ が 、 卵 型 の 長 手 方 向 の 両 端 の 外 殻 を 構 成  
し て お り 、 例 え ば 、 こ の 部 分 の 素 材 が 他 の 構 成 部 材 よ り も 軟 質 の 部 材 に て 構 成 さ れ て い る  
こ と で 、 落 下 等 に よ り 衝 撃 を 緩 衝 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 態 様 に お い て は 、 外 殻 を 構 成 す る 第 １ パ ー ツ １ ０ の 面 １ ０ ｓ に 、 平 坦 面 １ ０ ｆ  
ｓ が 設 け ら れ て い る の で 、 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て 平 坦 面 １ ０ ｆ ｓ を 利 用 し 載 置 部 ８ ０ 上 に  
て 安 定 し た 載 置 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 態 様 の 玩 具 １ は 、 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ 、 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ が 、 動 く こ と が 可 能 な 上 腕 部  
１ １ ｂ 、 前 腕 部 １ ２ ｂ に 分 か れ た 構 成 と な っ て い る の で 、 第 １ 形 態 １ Ｆ に お い て は 、 連 続  
す る 外 殻 を 構 成 す る こ と が 容 易 に で き 、 ま た 、 第 ２ 形 態 ２ Ｆ に お い て は 動 く こ と が 可 能 で  
あ り 、 例 え ば 、 盾 部 材 と し て 、 そ の 形 や 大 き さ を 変 え る 演 出 が 可 能 な キ ャ ラ ク タ の 遊 び か  
方 が で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ 、 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ を 盾 を 模 し た  
形 状 と し て い る が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と は な く 、 他 の 武 器 や マ ン ト 等 の 装 飾 品 な ど 人 形 体  
の 演 出 を 補 助 す る 形 状 を 模 し た も の （ 演 出 補 助 部 品 ） と し て も 良 い 。 ま た 第 １ 外 殻 部 １ １  
ａ と 上 腕 部 １ １ ｂ （ 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ と 前 腕 部 １ ２ ｂ ） と を 一 体 的 に 腕 部 を 構 成 す る も の  
と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 態 様 に お い て は 、 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ 、 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ と 上 腕 部 １ １ ｂ 、 前 腕 部 １ ２  
ｂ と の 接 続 部 １ ０ ｃ は 、 腕 部 （ 上 肢 ） の 長 手 方 向 に 沿 っ た 構 成 と な っ て い る の で 、 接 続 部  
１ ０ ｃ の 大 き さ を 大 き く す る こ と が で き 、 接 続 を 強 固 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 接 続 部  
１ ０ ｃ が 大 き く 構 成 さ れ る こ と で 組 み 立 て し 易 い 構 造 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 態 様 に お い て は 、 第 ２ 部 分 で あ る 上 腕 部 １ １ ｂ 及 び 前 腕 部 １ ２ ｂ は 、 外 殻 を 構 成 す る  
第 １ 部 分 で あ る 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ ， 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ の 内 側 に 収 容 さ れ る の で 、 第 １ 形 態  
１ Ｆ に お い て 外 殻 か ら は み 出 す こ と な く 完 全 に 覆 わ れ る 。 ま た 、 上 腕 部 １ １ ｂ 及 び 前 腕 部  
１ ２ ｂ は 、 人 形 体 に 展 開 の 動 作 を 行 う と き に 、 第 １ 外 殻 部 １ １ ａ ， 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ か ら  
は み 出 し た 構 成 と な っ て い な い の で 、 他 の 部 材 と 干 渉 す る こ と が 無 く 展 開 し 易 い 構 成 に で  
き る 。 ま た 、 第 ２ 形 態 ２ Ｆ に お い て 、 キ ャ ラ ク タ の 盾 部 材 と し て 遊 ぶ 時 に 、 肘 を 曲 げ る こ  
と で 、 よ り 大 き な 盾 を 作 る こ と が で き 、 腕 を 曲 げ る こ と で 腕 部 分 が 全 て 収 ま り 、 盾 部 材 と  
し て の 機 能 性 が 高 い 演 出 が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 態 様 に お い て は 、 第 １ 形 態 １ Ｆ の 状 態 お い て 、 外 殻 の 一 部 を 構 成 す る 第 １ 外 殻 部 １ １  
ａ 及 び 第 ２ 外 殻 部 １ ２ ａ は 、 硬 度 が 低 い 構 成 部 材 に て 形 成 さ れ て い る こ と で 、 破 損 防 止 効  
果 が あ る 。 ま た 、 第 ２ 形 態 ２ Ｆ の 状 態 に お い て も 、 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 態 様 に お い て は 、 玩 具 １ の 可 動 を 必 要 と す る 連 結 部 、 例 え ば 、 肩 連 結 部 １ ８ ， 肘 連 結  
部 １ ３ な ど の 連 結 部 は 、 そ の 接 続 さ れ た 摺 動 部 分 が 硬 度 や 強 度 の 異 な る 部 材 が 用 い ら れ て  
い る の で 、 耐 摩 耗 性 を 考 慮 し た 構 成 が 可 能 と な り 、 耐 久 性 を 増 し て 長 期 に わ た っ て 良 好 な  
動 き が 可 能 な 玩 具 １ を 提 供 で き る 。 ま た 、 異 な る 性 質 の 樹 脂 を 用 い る こ と で 、 成 型 精 度 の  
良 い 部 材 に つ い て も 適 宜 選 定 す る こ と が で き る の で 、 可 動 部 の 可 動 精 度 、 組 み 立 て 精 度 の  
良 い 玩 具 １ を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 一 態 様 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 技 術 思 想 の 範 囲 で 適 宜 変 更 す  
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る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記 態 様 に お い て は 、 第 １ パ ー ツ １ ０ は 、 上 肢 の 場 合 の 構 成 に  
つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 に 係 る 玩 具 は こ れ に 限 る も の で は な く 、 下 肢 の 場 合 或 い は 下 肢  
を 含 め た 場 合 の 構 成 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 上 記 態 様 に お い て は 、 肩 連 結 部 １ ８ 及 び 肘 連 結 部 １ ３ の 摺 動 分 に お い て 異 な る 性  
質 の 樹 脂 素 材 を 用 い た 構 成 と し た が 、 本 発 明 に 係 る 玩 具 は こ れ に 限 る も の で は な く 、 そ の  
他 に 、 例 え ば 膝 部 ３ ４ の 構 成 に つ い て も 同 様 な 構 成 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ＜ 実 施 形 態 の ま と め ＞   上 記 実 施 形 態 は 以 下 の 玩 具 を 少 な く と も 開 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ １ ） 第 １ 形 態 と 、 人 形 型 の 第 ２ 形 態 と 、 に 変 形 可 能 な 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 上 肢 又 は 下 肢 を 構 成 す る 第 １ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 胴 体 を 構 成 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ パ ー ツ は 、 前 記 第 ２ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 １ サ ブ パ ー ツ と 、 前 記 第  
１ サ ブ パ ー ツ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 第 ２ サ ブ パ ー ツ と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お け る 前 記 玩  
具 の 外 殻 の 一 部 を 構 成 し て い る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ ２ ） （ １ ） に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ が 構 成 す る 前 記 外 殻 の 一 部 は 、 前 記 第 １ 形 態  
に お け る 前 記 第 ２ パ ー ツ の 外 面 と 連 続 す る 面 を 構 成 し て い る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ ３ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 形 態 は 、 卵 型 で あ る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ４ ） （ ３ ） に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 卵 型 の 長 軸 方 向  
の 両 端 の 外 殻 を 構 成 し て い る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ ５ ） （ １ ） 乃 至 （ ４ ） の 何 れ か １ つ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ パ ー ツ 側 の 端 部 と 、 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 １ サ ブ  
パ ー ツ 側 と 反 対 側 の 端 部 と を 接 近 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー  
ツ と が 連 続 し た 面 を 形 成 す る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ ６ ） （ ５ ） に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 連 続 し た 面 は 、 平 坦 面 を 含 む 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ ７ ） （ １ ） 乃 至 （ ６ ） の 何 れ か １ つ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 外 殻 を  
構 成 す る 第 １ 部 分 と 、 前 記 第 １ 部 分 の 内 側 に 設 け ら れ た 第 ２ 部 分 と 、 を 有 す る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ ８ ） （ ７ ） に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 第 ２ 部 分 と の 接 続 部 は 、 前 記 第 ２ 部 分 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 領 域 に 設  
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け ら れ て い る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ ９ ） （ ７ ） ま た は （ ８ ） に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 人 形 型 の 玩 具 の 盾 部 材 を 構 成 し て い る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ １ ０ ） （ ７ ） 乃 至 （ ９ ） の 何 れ か １ つ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ パ ー ツ 側 の 端 部 と 、 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 １ サ ブ  
パ ー ツ 側 と 反 対 側 の 端 部 と を 接 近 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー  
ツ と が 連 続 し た 面 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ 、 及 び 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 前 記 第 ２ 部 分 は 、 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ  
と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ と が 前 記 連 続 し た 面 を 形 成 し た 状 態 に お い て 、 前 記 第 １ 部 分 の 内 側  
の 空 間 内 に 収 ま る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ １ １ ） （ ７ ） 乃 至 （ １ ０ ） の 何 れ か １ つ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 第 ２ 部 分 の 少 な く と も 一 部 よ り も 硬 度 の 低 い 部 材 に て 構 成 さ れ て  
い る 、
玩 具 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ １ ２ ） （ １ ） 乃 至 （ １ １ ） の 何 れ か １ つ に 記 載 の 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ パ ー ツ と 前 記 第 ２ パ ー ツ 、 及 び 前 記 第 １ サ ブ パ ー ツ と 前 記 第 ２ サ ブ パ ー ツ 、 に  
お け る 連 結 部 は 、 硬 度 の 異 な る 樹 脂 部 材 を 含 む 、
玩 具 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
１           玩 具
１ Ｆ         第 １ 形 態
２ Ｆ         第 ２ 形 態
１ ０         第 １ パ ー ツ
１ ０ ｃ       接 続 部
１ ０ ｆ ｓ     平 坦 面
１ ０ ｓ       面
１ １         第 １ サ ブ パ ー ツ
１ １ ａ       第 １ 外 殻 部 （ 第 １ 部 分 ）
１ １ ｂ       上 腕 部 （ 第 ２ 部 分 ）
１ ２         第 ２ サ ブ パ ー ツ
１ ２ ａ       第 ２ 外 殻 部 （ 第 １ 部 分 ）
１ ２ ｂ       前 腕 部 （ 第 ２ 部 分 ）
１ ２ ｈ       手 部 （ 第 ２ サ ブ パ ー ツ の 端 部 ）
１ ３         肘 連 結 部 （ 連 結 部 ）
１ ８         肩 連 結 部 （ 連 結 部 ）
２ ０         第 ２ パ ー ツ
２ ０ ｓ       第 ２ パ ー ツ の 外 面
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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